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後
撰
和
歌
集
は
本
文
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
現
存
す
る

諸
本
の
ほ
と
ん
ど
は
定
家
本
系
で
あ
り
、
非
定
家
本
は
切
を
含
め
て
も
僅

か
し
か
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
少
数
の
写
本
を
比
較
す
る
と
き
、
そ

の
乱
れ
方
は
本
文
の
異
同
を
は
じ
め
と
し
て
歌
序

・
歌
の
出
人
り
に
ま
で

及
び
、
そ
の
整
理
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
の
整
理
を
試
み
て
一
定

の
見
通
し
を
立
て
た
の
は
杉
谷
寿
郎
で
あ
り
、
氏
は
以
下
の
よ
う
に
大
き

(
l
)
 

く
諸
本
を
再
整
理
し
て
い
る
。

一
、
汎
消
輔
本
系
統

(
-
）
二
荒
山
本

（二）

（l
）
片
仮
名
本

(
2
)
伝
慈
円
本

(
3
)
承
安
三
年
本

二
、
古
本
系
統

(
-
）
（
l
)
白
川
切

(
2
)角
倉
切
•
木
曽
切

(
3
)堀
河
本

（
二
）
胡
粉
地
切

（三
）
行
成
本

は
じ
め
に

「
は
べ
り
」

（
四
）
（
l
)
烏
丸
切

(
2
)
慶
長
本

(
3
)
雲
州
本

（
五
）
伝
坊
門
局
箪
本

――-
、
承
保
三
年
本
系
統
関
西
大
学
本
・
天
理
図
書
館
本

四
、
定
家
本
系
統

（
一
）
無
年
号
本

A

類
本
•
B

類
本

（二
）
年
号
本
（
承
久
本

・
貞
応
本
・
天
福
本
な
ど
）

本
論
で
は
こ
の
う
ち
の
二
荒
山
本

・
片
仮
名
本

・
承
保
三
年
本

・
雲
州

本
•

堀
河
本

・

伝
坊
門
局
本

・

天
福
本
を
用
い
て
諸
本
間
の
距
離
を
測
定

す
る
こ
と
を
試
み
て
み
た
い
。
測
定
に
用
い
る
の
は
詞
書
中
に
頻
出
す
る

丁
寧
語

（聞
き
手
藤
敬
語
）「
は
べ
り
l

で
あ
る
。
「
は
べ
り
」
は
勅
撰
集

に
お
い
て
撰
者
が
撰
集
の
勅
を
承
り
、
撰
じ
た
集
を
天
皇
に
奏
上
す
る
と

き
を
想
定
し
て
な
さ
れ
た
、
撰
者
か
ら
天
皇
に
向
け
て
歌
の
成
立
事
情
を

述
べ
出
す
態
度
を
示
す
変
数
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
後
撰

和
歌
集
の
詞
書
に
は
非
常
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
後
撰
和

歌
集
の
本
文
の
乱
れ
方
は
尋
常
で
な
い
た
め
未
定
稿
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、

か
つ
て
片
桐
洋
一
は
詠
者
名
が
作
者
名
と
し
て
独
立
し

て
書
か
れ
ず
詞
書
内
に
含
ま
れ
る
普
き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
写
本
が
あ
る

か
ら
見
た
後
撰
集
諸
本
間
の
距
離

福
田

孝
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の
を
、
原
資
料
を
そ
の
ま
ま
に
取
り
人
れ
た
結
果
で
あ
る
よ
う
に
論
じ
て

い
る
。
「
は
べ
り
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
原
資
料
マ
マ
で
あ
る
こ

と
と
は
相
容
れ
な
い
事
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
後
撰
和
歌
集

の
本
文
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
「
は
べ
り
」
の
考
察
が
欠
か
せ
な
い

と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
そ
の
端
緒
と
し
て
「
は
べ
り
」
の
使
用
状
況
に
関

(
4
)
 

し
て
量
の
点
か
ら
諸
本
間
の
距
離
を
計
測
し
て
み
る
。

表
は
以
下
の
よ
う
に
作
成
し
た
。
後
撰
和
歌
集
巻

一
・
―
―
十
一
番
歌
の

三
本
の
詞
書
を
示
す
。

人
に
わ
す
ら
れ
侍
り
け
る
こ
ろ

あ
め
の
や
ま
す
悧
け
れ
は
（
堀
）

人
に
わ
す
ら
れ
て
倒
け
る
こ
ろ

雨
の
や
ま
す
ふ
り
制
け
れ
は
（
保
）

ひ
と
に
わ
す
ら
れ
て
侍
り
け
る
こ
ろ
、

雨
の
や
ま
ず
ふ
り
け
れ
ば
（
天
）

堀
河
本
と
承
保
三
年
本
と
で
は

一
行
目
と
二
行
目
の
二
箇
所
に
「
は
べ
り
」

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
天
福
本
で
は
「
わ
す
ら
れ
て
侍
り
け
る
」
の

一
箇

所
だ
け
で
あ
る
。
表
1
で
は
、
三
本
に
共
通
の

一
行
目
の

「は
べ
り
」
を

数
値
化
の
実
際

「
堀
保
天
」
の
列
に

1
と
し
て
数
え
入
れ
、
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
の
一
―

行
目
に
あ
る

「
は
べ
り
」
を
「
堀
保
」
の
列
に

1
と
し
て
数
え
入
れ
て
あ

る
。
歌
が
前
後
し
た
り
同

一
歌
の
詞
言
内
で
語
句
が
前
後
し
て
入
れ
替

わ
っ
た
り
し
て
い
て
も
同

一
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
「
は
べ
り
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
そ
れ
を

1
と
計
上
し
て
表
の
中
に
入
れ
て

あ
る
。
天
福
本
の
歌
序
に
従

っ
た
う
え
で
の
各
巻
毎
の
計
上
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
と
天
福
本
の
三
本
に

つ
い
て
作
成

し
た
も
の
が
表
l
で
あ
る
。

は
じ
め
の
列
「
堀
保
天
」
に
一二
本
に
共
通
し
て
同
一
箇
所
に
用
い
ら
れ

て
い
る
数
値
を
入
れ
て
あ
る
。
別
に
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
の
二
本
に
共

通
し
て
同

一
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
数
値
と
、
天
福
本
の
一
本
に
の
み

に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
数
値
と
を
並
べ
、
列

「
堀
保
」
と
列
「
天
」

と
し
て
お
い
て
あ
る
。
こ
の

「堀
保
」
の
列
の
数
値
が

「堀
保
」
の

二
本

の
近
さ
を
示
し
、

「
天
」
の
列
の
数
値
が
「
天
」
が
二
本
に
対
し
て

一
本

と
し
て
孤
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
当
該
詞
書
の

二
行
目
の

「
は
べ
り
」
に
つ
い
て
は
、
「
堀
保
」
の
列
に

1
が
計
上
さ
れ

て
入
り
、

「天
」
の
列
に
は
何
も
計
上
さ
れ
な
い
）
。
こ
の
二
列
の
数
値
を

加
算
し
て
見
る
こ
と
で
「
堀
保
」
と
「
天
」
と
の
距
離
を
測
る
こ
と
に
な

る。

二
列
の
数
値
を
加
算
し
た
小
計
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
「
堀
」
「
保
」

が
近
く
「
天
」
が
他
二
本
と
離
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
表
l
に
お
い
て
、
同
じ
巻
の
中
で
小
計
が

敵
大
の
数
値
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
太
字
に
し
て
み
た
。
こ
れ
に
よ

っ

て
、
巻

一
か
ら
巻
十
四
ま
で
は
承
保
三
年
本
と
天
福
本
が
近
く
、
巻
十
五

と
巻
十
六
で
は
堀
河
本
と
承
保
一二
年
本
が
近
く
、
巻
十
七
か
ら
巻
二
十
ま
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表l

贋 堀 堀 贋保 小 保 t 虚天 天 計 天 天

巻一 14 1 5 6 1 1 2 3 2 5 

巻二 7 

゜
2 1 3 1 1 

巻三 11 4 4 8 1 2 3 2 4 6 

巻四 14 6 6 12 4 1 5 2 3 5 

巻五 4 2 1 3 2 2 2 2 

巻六 7 2 1 3 1 2 3 

゜巻七 10 2 3 5 4 4 1 1 

巻八 2 1 1 1 1 

゜巻九 14 1 5 6 

゜
3 3 

巻十 11 13 9 22 3 3 6 1 2 3 

巻十一 16 18 11 29 2 2 4 4 8 

巻十二 25 ， 7 16 2 1 3 

゜巻十三 15 12 9 21 1 1 4 4 

巻十四 18 11 9 20 1 5 6 2 3 5 

巻十五 21 1 1 2 1 1 4 10 14 

巻十六 33 1 1 1 1 10 18 28 

巻十七 31 3 1 4 8 9 17 4 6 10 

巻十八 20 

゜
2 7 ， 1 1 

巻十九 13 1 

゜
8 8 16 2 2 

巻二十 22 1 1 11 8 19 1 1 

計 308 87 74 160 52 52 104 34 65 99 

表
贋 堀 堀 鷹2 

覧 小 保 小 位天 計 天 計 天

巻十四 -1053 15 7 9 16 1 1 1 1 

巻十四 1054- 3 4 4 1 4 5 2 2 4 

巻t-七 -1215 7 2 2 1 1 4 4 8 

巻十七 1216- 24 1 1 2 8 8 16 2 2 

で
は
堀
河
本
と
天
福
本
と
が
近
い
と
い
う
結
果
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
（
た
だ
し
巻
一
か
ら
巻
八
ま
で
は
四
季
の
部
立
で
あ
る
た
め
詞
書
が
短

か
っ
た
り
し
て
「
は
べ
り
」
の
用
例
数
が
多
く
な
い
た
め
明
瞭
な
傾
向
が

出
て
い
な
い
）
。
こ
れ
は
、
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
堀
河
本
と
承
保
三

年
本
と
の
そ
れ
ぞ
れ
が
混
態
本
で
あ
る
こ
と
に
合
致
す
る
様
相
を
示
す
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
堀
河
本
は
巻

一
か
ら
巻
十
四
ま
で
が
堀
河
本
本
来
の
本
文
を

持
っ
て
お
り
、
巻
十
五
か
ら
巻
十
七
の
途
中
ま

で
（
お
そ
ら
く
は

一
―
―
―
五
番
歌
ま
で
）
が
承

保
三
年
本
系
の
本
文
を
持
っ
て
お
り
、
巻
十
七

図l
堀河本

巻ー・巻ニ・巻三

’ 独自本文

巻十• 巻十ー・巻十ニ・巻十三 ・巻十四• 巻十五 • 巻十六• 巻十七• 巻十八• 巻十九• 巻二十

←承保三年本系一」 し—一定家本系 ＇ 

承保三年本

巻ー ・巻ニ ・巻三…………巻十・巻十一・ 巻十ニ・巻十三・巻十四• 巻十五• 巻十六 • 巻十七• 巻十八• 巻十九• 巻二十

1 定家無年号B類系に近い本文 I I 承保三年本系といってよい本文系 __J  
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の
途
中
（
お
そ
ら
く
は
一
―

―
―
六
番
歌
ま
で
）
か
ら
巻
―
-
＋
最
終
歌
ま
で

が
定
家
本
系
の
本
文
を
持
つ
と
い
う
混
態
本
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
承
保

三
年
本
は
巻
一
か
ら
巻
十
四
の
途
中
ま
で
（
お
そ
ら
く
は

一
0
五一
―一
番
歌

ま
で
）
が
定
家
本
系
（
無
年
号
B
類
本
）
に
近
い
本
文
を
持
っ
て
お
り
、

巻
十
四
の
途
中

(
1
0
五
四
番
歌
）
か
ら
巻
二
十
最
終
歌
ま
で
が
承
保
三

年
本
本
来
の
本
文
を
を
持
つ
と
い
う
混
態
本
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
二
本

の
混
態
の
様
子
を
図
1
に
示
し
た
。
表
l
の
小
計
の
太
字
の
数
値
は
こ
う

し
た
混
態
の
実
態
に
よ
く
合
致
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
諸
本
間
の

距
離
を
測
る
こ
と
に

「
は
べ
り
」
を
用
い
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
と
が
混
態
本
で
あ
り
そ
れ

ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
混
態
の
実
態
を
持
つ
か
を
確
認
で
き
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
巻
十
四
と
巻
十
七
と
で
、
承
保
一二
年
本
の
混
態
の
切
れ
目
と

な
る
一

0
五
三
番
歌
前
後
と
、
堀
河
本
の
混
態
の
切
れ
目
と
な
る
―
ニ

―

五
番
歌
の
前
後
と
で
、
「
は
べ
り
」
の
数
を
算
出
し
て
み
る
と
表
2
の
よ

う
に
な
る
。
巻
十
四
で
は
一

〇
五
一―
一
番
歌
ま
で
は
承
保
三
年
本
と
天
福
本

と
が
近
し
い
こ
と
が
分
か
り
、
一

0
五
四
番
歌
以
降
の
巻
十
四
内
で
は
三

本
は
互
い
に
近
し
く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
巻
十
七
で
は
―

ニ

―
五
番
歌

ま
で
は
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
と
が
近
し
く
‘

―ニ

―
六
番
歌
以
降
で
は

堀
河
本
と
天
福
本
と
が
近
し
い
こ
と
が
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く

に
巻
十
四
に
お
い
て
は
、

〔保
天
〕
対

〔堀
〕
に
つ
い
て
巻
内
の
総
数
二

十
例
の
う
ち
十
六
例
が

一
0
五一
―一
番
歌
以
前
に
あ
り
‘

1
0
五
四
番
歌
以

降
で
は
小
計
の
各
値
は
四
例
•

五
例
•
四
例
と
分
散
し
て
い
る
。
巻
卜
じ

に
お
い
て
は
、
〔
堀
保
〕
対
〔
天
〕
に
つ
い
て
巻
内
の
総
数
十
例
の
う
ち

八
例
が
一
―

二

五
番
歌
よ
り
以
前
に
、

〔堀
天
〕
対

〔保
〕
に
つ
い
て
巻

内
の
総
数
十
七
例
の
う
ち
十
六
例
が
―
ニ

―
六
番
歌
以
降
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
数
値
が
三
本
間
の
距
離
を
明
示
し
て
い
る
。「
は
べ
り
」
を
用
い
る

こ
と
で
諸
本
間
の
距
離
を
測
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

巻

一
か
ら
巻
十
ま
で
の
前
半
部
分
の
諸
本
間
の
距
離
を
測
る
た
め
に
作

成
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。
巻
十
ま
で
の
本
文
の
み
現
存
す
る
二
荒
山
本
・

片
仮
名
本
と
の
二
本
と
、
二
十
巻
が
揃
っ
て
い
る
写
本
の
堀
河
本
•

雲
州

本
・
伝
坊
門
局
本
・
天
福
本
の
四
本
を
用
い
た

（承
保
三
年
本
は
こ
の
あ

た
り
定
家
本
で
あ
る
無
年
号
B
類
本
の
本
文
に
近
い
本
文
を
持
つ
こ
と
が

明
ら
か
な
の
で
対
象
か
ら
省
い
た
。
対
象
と
な
る
写
本
を
増
や
す
ほ
ど
に

数
値
の
解
釈
が
困
難
に
な
る
故
も
あ
る
）。

ま
た
、
表
3
は
表
1
の
「小
計
」

に
あ
た
る
列
の
み
を
示
し
て
い
る

（
ヌ
列
以
降
は
数
値
が
あ
る
列
の
み
掲

出
し
て
い
る
）
。

巻
十
ま
で
の
「
は
べ
り
」
は
巻
八
ま
で
の
詞
書
が
短
い
四
季
部
を
持
つ

た
め
用
例
数
に
乏
し
い
が
、
そ
れ
で
も
出
て
き
た
数
値
は
そ
れ
な
り
に
有

意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
目
に
付
く
の
は
卜
列
で
あ
り
、
杉
谷
寿
郎
に
よ

り
同
じ
汎
清
輔
本
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
二
本
の
近
さ
で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
表
か
ら
窺
え
る
こ
と
を
列
挙
す
る
。

0

卜
列
よ
り
、
二
荒
山
本
と
片
仮
名
本
と
は
他
の
四
本
に
比
し
て
非
常

に
近
し
い
本
文
を
持
つ
。

0
オ
列
よ
り
、

二
荒
山
本
は
他
の
五
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

巻
十
ま
で
の
前
半
で
の
諸
本
間
の
距
離

-6-



表

3 ア イ ゥ 工 ォ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ， 堀 堀
塁 >， > 塁

堀 堀 堀 堀 堀 堀 堀

喜
＝堂云 ＝歪六

喜 喜 百 訂弓 奎＝六 ＝奎ぢ

坊 坊 坊 坊 坊 坊

片 片 片 片 羹 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片
天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天

巻一 ， 4 2 2 1 1 1 

巻二 1 2 1 2 2 1 2 

巻三 6 2 5 5 3 1 3 

巻四 11 1 2 6 4 2 2 1 

巻五 3 2 1 2 1 1 

巻六 5 1 2 1 

巻七 8 2 1 2 2 1 

巻八 1 1 1 

巻九 8 2 2 1 1 5 1 

巻十 8 8 2 2 2 2 2 5 1 1 

計 60 20 16 13 19 12 6 18 4 2 

゜
3 1 

゜
2 

夕 チ ッ テ 卜 ナ 二 ヌ ネ ノ ハヒフヘホマ

堀 讐 贋 塁 璽 塁 喜 塁 塁
堀 堀 堀 堀

云奎 雲 争帝 苧毎

坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊

片 片 片 片 片 片 羹 片 片 片 片 片 片 片
天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天

巻一 4 5 1 

巻二 1 1 2 

巻三 1 1 2 2 1 2 3 1 1 

巻四 2 3 2 1 4 2 1 1 1 

巻五 1 1 1 

巻六 1 2 1 1 

巻七 1 2 3 

巻八 2 1 

巻九 2 10 

巻十 1 1 5 7 1 1 2 

計 8 1 4 12 31 1 2 10 7 5 2 2 1 1 1 2 2 

0
カ
列
よ
り
、
片
仮
名
本
は
他
の
五
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持

つ。

0

卜
列
・
オ
列
・
カ
列
よ
り
、

二
荒
山
本
と
片
仮
名
本
と
は
他
の
四
本

そ
れ
ぞ
れ
独

に
比
し
て
非
常
に
近
し
い
本
文
を
持
つ
と
言
え
る
が
、

自
本
文
を
持
ち
、
そ
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
。

0

ク
列
よ
り
、
堀
河
本
と
雲

州
本
と
は
他
の
四
本
に
比

し
て
近
し
い
本
文
を
持

つ
。

0
イ
列
よ
り
、
堀
河
本
は
他

の
五
本
に
比
し
て
独
自
本

文
を
持

つ
。

0

ウ
列
よ
り
、
雲
州
本
は
他

の
五
本
に
比
し
て
独
自
本

文
を
持

つ。

0

ク
列
・
イ
列
・
ウ
列
よ
り
、

堀
河
本
と
雲
州
本
と
は
他

の
四
本
に
比
し
て
近
し
い

本
文
を
持
つ
と
は
言
え
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
本
文

を
も
持
ち
、
そ
の
関
係
は

単
純
で
は
な
い
。

0

テ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本

と
天
福
本
と
は
他
の
四
本

に
比
し
て
近
し
い
本
文
を

持
つ。

0

エ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本

は
他
の
五
本
に
比
し
て
独
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自
本
文
を
持
つ
。

0
キ
列
よ
り
、
天
福
本
は
他
の
五
本
に
比
し
て
あ
ま
り
独
自
本
文
を
持

っ
と
言
え
な
い
。
他
の
五
本
と
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
近
し
い
と
こ
ろ

を
持
つ
本
文
と
言
え
る
。

0

テ
列
・
エ
列
・
キ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
と
天
福
本
と
は
他
の
四
本

に
比
し
て
近
し
い
と
こ
ろ
を
持
つ
本
文
と
言
え
る
が
、

伝
坊
門
局
本

が
他
の
五
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
と
こ
ろ
を
も
見
る
と
、
伝

坊
門
局
本
と
天
福
本
と
の
関
係
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

0

ヌ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
と
二
荒
山
本
と
片
仮
名
本
と
は
他
の
三
本

に
比
し
て
少
し
近
し

い
本
文
を
持
つ
と
言
え
る
。

0

エ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
は
他
の
五
本
に
対
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

0
オ
列
よ
り
、

二
荒
山
本
は
他
の
五
本
に
対
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

0
カ
列
よ
り
、
片
仮
名
本
は
他
の
五
本
に
対
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

0

ヌ
列

・エ
列
・
オ
列

・
カ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本

・
ニ
荒
山
本
・
片

仮
名
本
は
少
し
近
し
い
本
文
と
言
え
る
が
、

三
本
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

本
文
を
も
持
ち
、
三
本
の
関
係
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

0

テ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
と
天
福
本
と
は
他
の
四
本
に
比
し
て
少
し

近
し
い
本
文
を
持
つ
と
言
え
る
。

0

ヌ
列
・
テ
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
は
一
―荒
山
本

・
片
仮
名
本
と
近
し

い
本
文
を
持
つ
と
こ
ろ
も
あ
り
、
定
家
本
で
あ
る
天
福
本
と
近
し
い

本
文
を
持
つ
と
こ
ろ
も
あ
り
、
奇
妙
な
位
置
に
あ
る
非
定
家
本
の
本

文
と
言
え
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、

巻
十
一
以
降
の
後
半
で
の
諸
本
の
距
離

巻
十

一
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
後
半
部
分
で
の
諸
本
間
の
距
離
を
測
る
た

め
に
作
成
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
巻
十
ま
で
の
本
文
の
み
現
存
す
る
ニ

荒
山
本
・
片
仮
名
本
は
使
え
な
い

の
で
、

二
十
巻
揃
い
の
写
本
と
し
て
堀

河
本
・

雲
州
本
・
承
保
三
年
本
・
伝
坊
門
局
本

・
天
福
本
の
五
本
を
用
い

こ
°

t
 

巻
十

一
か
ら
巻
十
四
ま
で
•
巻
十
五
と
巻
十
六

•

巻
十
七
か
ら
巻

二
十

ま
で
、
こ
の
三
区
分
に
よ
り
数
値
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

g

列
．

h

列
•
i

列
・
j

列
·
n

列
•

O

列
に
顕
著
で
あ
る
。

堀
河
本
と

承
保
一二
年
本
と
が
混
態
本
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
て
い
る
現
象
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
作
成
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
巻

|
四
の

一
0
五
三
番
歌
前
後
と
巻
十
七

の

―
ニ

―
荘
番
歌
前
後
と
で
区

切
っ
た
三
区
分
に
し
て
い
る
。

以
下
、
表
5
か
ら
窺
え
る
こ
と
を
列
挙
す
る
。

と
い

っ
た
図
を
作
成
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

[
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表
4

a
 

b
 

c
 

d
 

e
 

g
 

h
 

k
 

ill n 

゜

p 

誓 堀 堀
塁 塁i 讐 堀 堀 堀 堀 ：： 堀 誓 塁 塁

$ 
堂云

=苧― 
手芸 ， = 堂 争手

悶 靡 保 保
且

保 保 保 靡 悶 保
保坊

坊 坊 坊 坊 坊 坊
天 天 天 天 天 天 天 天 天 天天 天 天 天 天 天

巻十一 13 13 10 4 5 10 1 1 1 5 3 

巻十二 16 6 12 8 1 3 1 4 2 6 

巻十三 12 7 10 4 1 3 3 1 3 3 8 

巻十四 12 ， 8 3 2 4 1 7 2 6 1 3 1 

巻十五 12 2 ， 4 7 4 1 1 2 1 

巻十六 25 6 4 11 1 5 4 8 4 

巻十七 21 1 13 8 3 3 2 1 5 2 4 1 2 1 5 

巻十八 14 4 5 3 1 1 1 2 2 

巻十九 ， 7 8 3 1 1 5 1 3 2 1 

巻二十 11 1 ， 5 4 1 ， 4 6 1 

計 145 39 88 29 39 34 18 11 14 25 9 33 14 11 24 14 

表 A
 

B
 

c
 

D
 

E
 

F
 

G
 

H
 

J
 

k
 

L
 

M N 

゜

p 

5 
喜 堀 堀

塁 塁i 塁
堀 堀 堀 堀 堀 堀

塁 璽 塁雲 雲 雲 贋I 
手云• 雲 = 坦全

i i I 
保 保

I 
保 保 保

且 翡 保 保
坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊
天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天

巻十一
- 51 34 38 18 7 15 12 4 12 3 4 21 3 

巻十四1053

巻十四1054
-- 43 3 19 4 9 24 3 10 2 1 1 6 11 1 ， 

巻十七1215

巻十七1216
- 51 2 31 25 12 3 1 20 8 15 7 2 2 

巻二十

計 145 39 88 29 39 34 18 11 14 25 ， 33 14 11 24 14 

◎
巻
十

一
か
ら
巻
十
四
の
一

0
五
三
番
歌

ま
で

（表
5
、

一
行
目
）

O
G
列
よ
り
、
堀
河
本
と
雲
州
本
と
は
他

の
三
本
に
比
し
て
近
し
い
本
文
を
持
つ
。

o
c列
よ
り
、

雲
州
本
は
他
の
四
本
に
比

し
て
独
自
本
文
を
持

つ。

O
B
列
よ
り
、
堀
河
本
は
他
の
四
本
に
比

し
て
独
自
本
文
を
持

つ
。

O
G

列
•
C

列
•
B

列
よ
り
、
堀
河
本
と

雲
州
本
は
他
の
三
本
に
比
し
て
近
し
い

本
文
を
持

つ
と
は
言
え
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
本
文
を
持
ち
、
そ
の
関
係
は
単

純
で
は
な
い
。

0
0
列
よ
り
、

承
保
三
年
本
と
天
福
本
と

は
他
の
三
本
に
比
し
て
近
し
い
本
文
を

持

つ。

O
D
列
よ
り
、
承
保
三
年
本
は
他
の
四
本

に
比
し
て
独
自
本
文
を
全
く
持
た
な
い
。

O
F
列
よ
り
、

天
福
本
は
他
の
四
本
に
比

し
て
独
自
本
文
を
あ
ま
り
持
た
な
い
。

0

0

列
•
D

列
•
F

列
よ
り
、
承
保
三
年

本
と
天
福
本
と
が
他
の
一二
本
に
比
し
て

ご
く
近
し
い
関
係
を
持

つ
と
だ
け
言
え、

承
保
三
年
本
・
天
福
本
は
そ
れ
ぞ
れ
独
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自
本
文
を
持
た
な
い
。

O
I
列
よ
り
、
堀
河
本
と
伝
坊
門
局
本
と
は
他
の
一―
一
本
に
比
し
て
近
し

い
本
文
を
持
つ
。

O
L
列
よ
り
、
雲
州
本
と
伝
坊
門
局
本
と
は
他
の
一二
本
に
比
し
て
近
し

い
本
文
を
持
つ
。

O
E
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

O
I

列
•
L

列
•
E

列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
は
堀
河
本
・

雲
州
本
と
近

し
い
本
文
を
持
つ
と
言
え
る
が
、
独
自
本
文
を
も
持
っ
て
お
り
、
堀

河
本
・
雲
州
本
と
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
。

0

以
上
に
よ
れ
ば
、
こ
の
区
分
に
お
い
て
は
、
〔
保
・
天
〕
対
〔
堀
・
雲
・

坊
〕
と
い
う
大
き
な
構
図
が
見
ら
れ
る
が
、
保
北
天
で
あ
る
の
に
対

し
て
堀
•
雲
・
坊
の
間
に
は
同
一
系
統
と
ま
で
言
え
る
近
し
さ
が
あ

る
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

◎
巻
―
四
の
一

0
五
四
番
歌
か
ら
巻
一
七
の

一
―
―
―
五
番
歌
ま
で

（表
5
、
二
行

II)

O
M
列
よ
り
、
雲
州
本
と
天
福
本
と
は
他
の
三
本
に
比
し
て
近
し
い
本

文
を
持
つ
。

O
F
列
よ
り
、
天
福
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

o
c列
よ
り
、
雲
州
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

O
M
列
•
F

列
•
C

列
よ
り
、
雲
州
本
と
天
福
本
と
は
他
の
三
本
に
比

し
て
近
し
い
本
文
を
持
つ
と
は
言
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
本
文
を

持
ち
、
そ
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
。

O
H
列
よ
り
、
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
と
は
他
の
三
本
に
比
し
て
近
し

い
本
文
を
持
つ
。

O
B
列
よ
り
、
堀
河
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
あ
ま
り
持

た
な
い
。

O
D
列
よ
り
、
承
保
一
＿
一
年
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
あ
ま

り
持
た
な
い
。

O
H

列
•
B

列
•
D

列
よ
り
、
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
と
は
他
の
三
本

に
比
し
て
近
し
い
関
係
を
持
つ
と
だ
け
言
え
、
堀
河
本
・
承
保
三
年

本
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
本
文
を
あ
ま
り
持
た
な
い
。

0
p
列
よ
り
、
、
伝
坊
門
局
本
と
天
福
本
と
は
他
の
一―
―
本
に
比
し
て
少

し
近
し
い
本
文
を
持
つ
。

O
E
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
僅
か

に
持
つ
。

O
F
列
よ
り
、
天
福
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

0
p

列
•
E

列
•
F

列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
と
天
福
本
と
は
他
の
三
本

に
比
し
て
近
し
い
本
文
を
持
つ
と
は
言
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
本

文
を
持
ち
、
そ
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
。

0

以
上
に
よ
れ
ば
、
こ
の
区
分
に
お
い
て
は

〔堀
・
保
〕
対
〔
雲
・
坊
・

天
〕
と
い
う
大
き
な
構
図
が
見
ら
れ
る
が
、
堀
OII

保
で
あ
る
の
に
対
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し
て
雲
・
坊
・
天
の
間
に
は
同
一
系
統
と
ま
で
言
え
る
近
し
さ
が
あ

る
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

◎
巻
十
七
の
一
―
―
―
六
番
歌
か
ら
巻
二
十
の
最
終
歌
ま
で（表

5
、
三
行
目
）

0
J
列
よ
り
、
堀
河
本
と
天
福
本
と
は
他
の
三
本
に
比
し
て
近
し
い
本

文
を
持
つ
。

O
B
列
よ
り
、
堀
河
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
あ
ま
り
持

た
な
い
。

O
F
列
よ
り
、
天
福
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
あ
ま
り
持

た
な
い
。

0
J

列
•
B

列
•
F

列
よ
り
、
堀
河
本
と
天
福
本
と
は
他
の
三
本
に
比

し
て
近
し
い
本
文
を
持
つ
と
だ
け
言
え
、
堀
河
本
・
天
福
本
は
そ
れ

ぞ
れ
独
自
本
文
を
あ
ま
り
持
た
な
い
。

O
L
列
よ
り
、
雲
州
本
と
伝
坊
門
局
本
と
は
他
の
一
―
一
本
に
比
し
て
近
し

い
本
文
を
持
つ
。

o
c列
よ
り
、
雲
州
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

O
E
列
よ
り
、
伝
坊
門
局
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
少
し

持
つ
。

O
L

列
·
C

列
•
E

列
よ
り
、
雲
州
本
と
伝
坊
門
局
本
と
は
他
の
三
本

に
比
し
て
近
し
い
本
文
を
持
つ
と
は
言
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
本

文
を
持
ち
、
そ
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
。

o
k
列
よ
り
、
雲
州
本
と
承
保
三
年
本
と
は
他
の
三
本
に
比
し
て
僅
か

に
近
し
い
関
係
を
持
つ
。

o
c列
よ
り
、
雲
州
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

O
D
列
よ
り
、
承
保
三
年
本
は
他
の
四
本
に
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
。

o
k

列
•
C

列
•
D

列
よ
り
、
雲
州
本
と
承
保
三
年
本
と
は
他
の
三
本

に
比
し
て
僅
か
に
近
し
い
関
係
を
持
つ
と
は
言
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
本
文
を
持
ち
、
そ
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
。

O
N
列
よ
り
、
承
保
三
年
本
と
伝
坊
門
局
本
と
は
他
の
三
本
に
比
し
て

僅
か
に
近
し
い
関
係
を
持
つ
。

O
E

列
•
D

列
•
N

列
よ
り
、
承
保
三
年
本
と
伝
坊
門
局
本
と
は
他
の

三
本
に
比
し
て
僅
か
に
近
し
い
関
係
を
持
つ
と
は
言
え
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
本
文
を
持
ち
、
そ
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
。

0

以
上
に
よ
れ
ば
、
こ
の
区
分
に
お
い
て
は
〔
堀
・
天
〕
対
〔
雲
・
保
・

坊
〕
と
い
う
大
き
な
構
図
が
見
ら
れ
る
が
、
堀
什
天
で
あ
る
の
に
対

し
て
雲
・
保
・
坊
の
間
に
は
同
一
系
統
と
ま
で
言
え
る
近
し
さ
が
あ

る
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

- 11 -



表6

片 堀 ヂ＝-六 保 坊 天

巻一 15 15 23 21 19 20 18 

巻二 8 5 ， 11 8 6 10 

巻：：：：
13 27 18 21 19 22 20 (22) 

巻四 27 23 26 30 23 22 27 

巻五 8 7 7 8 6 7 10 

巻六 7 8 ， 11 11 ， 10 
巻七 13 13 17 20 12 10 17 

巻八 2 2 3 4 3 2 4 

巻九 23 21 19 16 15 17 18 

巻十 29 26 24 28 28 28 29 

計
145 

147 155 170 144 143 163 (154) 

堀 雲 保 坊 天

巻十一 31 34 40 41 38 

巻十二 34 28 35 36 36 

巻十三 25 40 27 29 32 

巻十四 30 40 36 30 33 

小計 120 142 138 136 139 

巻十五 26 25 27 22 32 

巻十六 43 45 45 41 52 

小計 69 70 72 63 84 

巻十七 44 45 47 45 48 

巻十八 22 22 27 18 23 

巻十九 24 23 23 20 21 

巻二十 34 23 30 23 34 

小計 124 113 127 106 126 

計 313 325 337 305 349 

表7

堀 雲 保 坊 天

巻一
-- 275 312 282 279 302 

巻十四

巻十五

～ 193 183 199 169 210 
巻二十

総計 468 495 481 448 512 

以
上
の
よ
う
に
、
「
は
べ
り
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
本
文
の

距
離
を
或
る
程
度
は
計
測
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
巻
十
一
以
降
の

四

後
半
部
分
の
分
析
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
本
の
本
文
の
相
対
的
な
距

離
を
測
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一
本
の
性
質
が
変
わ
る
だ
け
で
そ
の
相

関
性
の
全
体
像
は
大
き
く
異
な
る
様
相
を
描
く
こ
と
に
な
り
、
計
測
し
た

(7
)
 

結
果
を
判
断
す
る
こ
と
が
大
層
難
し
く
な
る
。

総
数
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
で
の
使
用
数
を
示
し
、
巻
ー
か
ら
巻
十
ま
で
の
前

半
•

巻
十

一
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
後
半
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

言
及
し
て

い
き
た
い
。
ま
ず
、
数
値
と
し
て
表
6
を
掲
げ
る
。
前
半
部
分
で
は
七
本
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に
関
し
て
、
後
半
部
分
で
は
五
本
に
関
し
て
の
数
値
で
あ
り
、
後
半
部
分

は
こ
れ
ま
で
同
様
に
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
の
混
態
を
考
慮
し
て
巻
十

一

か
ら
巻
十
四
ま
で
•
巻
十
五
と
巻
十
六
•
巻
十
七

1

巻
二
十
ま
で
の
小
計

を
示
し
て
あ
る
。
（
本
論
で
は
、
歌
の
出
入
り
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
い

で
考
察
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
実
は
二
荒
山
本
は
巻
三
の
一

―
六
番
歌
か

ら
一
三
五
番
歌
ま
で
の
二
十
首
を
欠
く
。
表
6
で
は
片
仮
名
本
の
該
当
箇

所
の
数
を
加
算
し
た
も
の
も
示
し
て
お
く
。
括
弧
内
が
加
算
後
の
数
値
で

あ
る
）
。

前
半
部
分
の
数
値
を
見
る
と
、
二
荒
山
本
・
片
仮
名
本
•
堀
河
本
・
承

保
三
年
本
・
伝
坊
門
局
本
の
五
本
は
数
値
に
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
比
し
て
本
文
に
手
が
加
え
ら
れ
よ
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
見
え
る

定
家
本
で
あ
る
と
こ
ろ
の
天
福
本
の
数
値
が
僅
か
に
多
い
。
天
皇
へ
の
奏

上
を
意
識
し
て
い
る
本
文
と
し
て
は

「
は
べ
り
」
は
多
用
さ
れ
て
い
る
の

が
穏
当
で
あ
る
と
考
え
た
所
為
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
定
家
本
で
あ
る

無
年
号
B
類
本
に
近
し
い
本
文
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
承
保
一
二
年
本
の
数
値

と
比
し
て
も
天
福
本
の
数
値
は
高
い
。
巻
八
ま
で
の
歌
々
は
あ
ま
り
長
い

詞
書
を
持
た
な
い
の
で
「
は
べ
り
」
の
使
用
数
は
あ
ま
り
多
く
な
く
顕
著

で
は
な
い
が
、
表
7
の
二
十
巻
す
べ
て
の
総
数
を
比
す
と
天
福
本
に
お
け

る
「
は
べ
り
」
の
総
数
は
他
本
よ
り
相
当
多
い
結
果
と
な
る
。

こ
れ
に
比
し
て
奇
妙
な
の
は
雲
州
本
に
お
け
る
使
用
数
で
あ
る
。
前
半

そ
し
て
巻
十
四
ま
で
は
他
本
に
比
し
て
そ
の
使
用
数
は
多
い
。
天
福
本
よ

り
も
大
き
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
古
本
系
統
と
は
言
い
な
が
ら
雲
州
本

も
丁
寧
な
物
言
い
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
適
当
と
考
え
て
「
は
べ
り
」
を

多
く
使
用
し
て
い
る
本
文
で
あ
る
と
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
傾
向
は
巻

十
五
以
降
で
は
変
化
し
、
他
本
に
比
し
て
多
い
数
値
を
示
さ
な
く
な
る
。

雲
州
本
は
巻
十
六
以
降
に
お
い
て
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
が
脱
落
し
て
い
る

箇
所
が
多
い
。
巻
十
五
あ
る
い
は
巻
十
六
以
降
の
雲
州
本
の
性
格
を

一
考

す
る
必
要
を
感
じ
さ
せ
る
。

ま
た
、
総
じ
て

「
は
べ
り
」
の
使
用
数
が
少
な
い
の
が
堀
河
本
と
承
保

三
年
本
と
伝
坊
門
局
本
で
あ
る
。
堀
河
本
が
堀
河
本
本
来
の
本
文
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
巻
十
四
ま
で
の
総
数
を
表
7
で
見
比
べ
る
と
、

三

本
の
数
値
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
数
値
が
近
い
だ

け
で
使
用
箇
所
等
に
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

ま
と
め
と
し
て

「
は
べ
り
」
の
諸
本
間
の
数
値
を
見
る
こ
と
で
、
本
文
問
の
距
離
の
測

定
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
代
表
的
な
七
本
の
距
離
を
測
定

し
て
み
た
。
使
用
数
が
多
い
巻
九
以
降
に
お
い
て
は
有
効
と
見
え
る
。
和

歌
の
な
か
の
語
句
の
使
用
に
つ
い
て
は
そ
の
審
美
的
な
側
面
の
問
題
も
あ

り
、
単
純
に
本
文
の
性
質
に
言
及
し
に
く
い
。
詞
書
や
詠
み
人
か
ら
考
察

を
加
え
る
こ
と
の
ほ
う
が
後
撰
和
歌
集
の
本
文
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
の

に
は
有
意
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
で
も
「
は
べ
り
」
は
詞
書
内
の
文

意
の
改
変
と
い
っ
た
こ
と
に
は
関
わ
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
話
し
方
の
態
度
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
文
間
の
距
離
を
測
る
の
に
は
そ
れ
な
り
に

使
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
調
査
は
単
純
に
数
値
だ
け
の
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
使
用
の
具
体
に
言
及
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
丁
寧
語
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と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ま
う
で
く
」
も
諸
本
間
で
使
用
に
差
異

が
あ
り
、
あ
る
い

は

「ま
か
る
」
と
い
っ
た
語
の
使
用
も
あ
り
、
こ
う
し

た
語
の
使
用
の
仕
方
に
疑
義
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。

「ま
う
で
く
」
「
ま

か
る
」
と
い
っ
た
語
の
使
用
と
と
も
に
「
は
べ
り
」
の
具
体
的
な
使
用
の

実
際
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
に
言
及
す
る
機
会
を
い
ず
れ
設
け
た
い
。

(l
)
杉
谷
寿
郎

『後
撰
和
歌
集
前
後
j

青
筒
社
2
0
1
6

の
整
理
に
よ
る
。
杉
谷
は

『後
撰
和
歌
梨
諸
本
の
研
究
」
翌
間
害
院
1
9
7
1

の
系
統
整
理
を
も
と
に
、
そ
の

刊
行
後
に
出
現
し
た
伝
坊
門
局
本
を
含
め
た
系
統
の
再
整
理
を
提
示
し
て
い

る
。

(
2
)
後
撰
和
歌
集
に
お
け
る
「
は
べ
り
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
用
に
基
づ
き

な
が
ら
後
授
和
歌
集
詞
書
の
性
質
に
言
及
し
た
重
見

一
行
「
後
撰
和
歌
集
詞

出
に
お
け
る

「侍
り
」
多
用
に
関
す
る
試
論
」

「国
語
と
国
文
学
」
56
巻
10
号

1
9
7
9
.
1
0
、
後
撰
和
歌
集
に
お
け
る

「は
べ
り
」
の
問
き
手
尊
敬
語
と
し
て
の

性
格
を
明
ら
か
に
し
て
詞
普
が
歌
の
成
立
事
情
を
客
観
的
に
述
べ
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
に
言
及
し
た
田
所
寛
行
「
「後
撰
和
歌
集
』
詞
魯
と
開
き

手
罪
敬
語
「
侍
り
」
」
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
紀
要
30
巻
1
9
9
6
.1
2

、
が
あ
る
。

し
か
し
、
本
論
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
後
撰
和
歌
集
に
お
け
る
「
は
べ
り
」

の
使
用
は
諸
写
本
間
で
大
き
く
懸
隔
が
あ
り
、
そ
の
扱
い
は
容
易
で
な
い
。

(
3
)
片
桐
洋

一
「
『
後
撰
集
』
の
本
性
」
「
国
語
国
文
」
第
二
五
巻
第
五
号

1
9
5
6
.5

・
 「「
後
撰
集
j

の
物
語
性
」
第
四
四
巻
第

一
0
号
1
9
6
7
.
1
0
、
い
ず
れ

も
の
ち

『古
今
和
歌
菜
以
後
」
堡
間
書
院
2
0
0
0
に
所
収
。

(
4
)
本
論
は
、
柳
田
健

一
「
「後
撰
和
歌
集
j

の
親
疎
関
係
ー
巻

一
＼
巻
卜
を

対
象
と
し
た
諸
本
分
類
を
中
心
と
し
て
ー

（
前
）
（
後
）
」
「
国
語
国
文
研
究
」

131
号
2

8
7
.3

・
132
号
2
0
0
7
.5

で
言
及
さ
れ
て
い
る
方
法
論
に
焙
想
を
得
て
は
い

る
が
、

「は
べ
り
」

一
語
に
限
る
な
ど
、
よ
り
単
純
化
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

(
5
)
杉
谷
寿
郎

『後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
第
二
章
第

一
節
に
指
摘
が
あ
り
、

福
田
孝
「
堀
河
本
『
後
撰
和
歌
集
』
に
つ
い
て
」
「
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研

究
所
紀
要
」
第
二
号
2
0
1
5
.3

で
検
証
を
加
え
、
杉
谷
の
指
摘
を
再
確
認
し
た
。

(
6
)
福
田
孝
「
承
保
三
年
奥
害
本

『後
撰
和
歌
集
」
に
つ
い
て
]
「
和
歌
文
学

研
究
」
IOI
号
2
0
1
0
.
1
2
。

(
7
)
本
論
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
測
定
が
難
し
い
の
が
そ
の
本
文
の
位
置
づ
け

に
困
難
が
あ
る
伝
坊
門
局
本
で
あ
る
。
立
石
大
樹

「
伝
坊
門
局
筆
後
撰
和
歌

集
少
考
ー
四
季
部
を
中
心
に
ー
」
「
国
文
学
」
95
号
2
0
1
1
.
2
、
立
石
大
樹

「伝

坊
門
局
筆
後
撰
和
歌
集
続
考
」
「
国
文
学
」

96
号
2
0
1
2
.3

に
言
及
が
あ
る
。

諸
本
と
し
て
は
以
下
を
使
用
し
た
（
括
弧
内
が
使
用
略
号
。
歌
番
号
は
新
絹
国

歌
大
観
番
号
を
使
用
し
た
）
。

二
荒
山
本
（
二
）
ぶ
1

松
茂
美

「日
本
名
跡
叢
刊

二
荒
山
本
後
撰
和
歌
集
上
下
j

二
玄
社

片
仮
名
本
（
片
）

：
山
田
孝
雄

「後
撰
和
歌
集
」
古
典
保
存
会

堀
河
本

（堀
）
こ
固
文
研
電
子
資
料
館
マ
イ
ク
ロ

／
デ
ジ
タ
ル
目
録

D
B

「

1
0
0
0
6
1
3
1
4

八
代
集
」

雲
州
本
（
雲
)
;
八
曽
神
昇
•
深
谷
礼
子
『後
撰
和
歌
集

〔雲
州
本
〕
と
研
究
」

未
刊
国
文
資
料
刊
行
会

承
保
三
年
本
（
保
）

l"天
理
図
杏
館
善
本
叢
害
69
後
揺
和
歌
集
別
本
詞
花

和
歌
集
j

伝
坊
門
局
本
（
坊
）

こ
片
桐
洋

一
「
後
撰
和
歌
集
伝
坊
門
局
本
j

和
泉
害
院

火
輻
本

（天）
l

『新
縦
国
歌
大
観
勅
撰
和
歌
集
』
角
川
書
店
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